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	担当課
	人口拡大課、観光交流課、
社会教育課、土木課

	意見等の内容
	①道の駅について
県東部から米子にかけては道の駅が設置されてない。設置した場合は負の遺産になるのではないか。計画を断念すべき。
②萩・石見空港の利用促進について
　非常に厳しい状況が続くなか、既にある空港の利用促進策を強力に進めるべき。
③公の施設の使用料について
使用料を徴収する公的施設がある中、地区公民館についても条例等を改正して料金を徴収すべきではないか。
④市道の除草業務委託について

自治会等に対して市が委託する除草業務の委託料10円/㎡の算出根拠は。
また、地域の高齢化等により委託を受けることが困難な場合はどうなるのか。
加えて、市職員がパトロールカーで通行する際、作業中の市民に「ご苦労様です」の声がけは必要ではないか。

	回答の内容
	①道の駅について
　現在進められている山陰自動車道の整備にあわせ、休憩機能、情報発信機能、地域の連携機能という基本機能に、産業・観光振興、防災、交流などの拠点としての機能も併せ持つ、新たな「道の駅」の整備に向けた取組を進めています。
　これは、人口減少・少子高齢化の進行に加え、第１次産業の衰退や地域特性を活かした観光振興などが今日の本市の主要課題として上げられる中、これらまちづくりの主要課題の解決を図るとともに、地域資源を活かした産業振興、地域の食・文化の発信など地域の活力を生み出す拠点として、活用しようとするものです。
平成27年度には、「道の駅」整備に関する候補地概略調査を実施し、導入機能の整理、立地計画、整備に向けての条件・課題整理を行いました。

　さらに、平成28年度においては、この概略調査を踏まえ、外部有識者による「道の駅整備検討委員会」を設置し、現在、候補地の選定や基本構想の策定などに関して、調査検討を行っているところです。

　今後は、当然のことながら、これからの益田市にとって負の遺産にならないよう、高速道路利用者のみならず、地域の人々も利用でき、にぎわいの場となるとともに、運営面においても持続可能なものとすることが不可欠です。そのためにも、道の駅整備検討委員会や市議会等との議論も踏まえ、立地場所をはじめ、施設の機能、管理運営手法等についても議論を重ねながら進めていく考えです。

②萩・石見空港の利用促進について

　萩・石見空港は、首都圏に直結する県西部唯一の高速交通機関として、開港以来、島根県や周辺自治体、民間団体で組織する萩・石見空港利用拡大促進協議会を中心に様々な利用促進策を展開してきました。

　ご承知のとおり、東京線は現在、羽田発着枠政策コンテストにより2往復運航が継続され、大阪線においては18日間の夏季限定運航となっています。これらの路線を維持することは観光面や産業面など当地域の振興発展に不可欠ですので、今後も関係機関と連携し、さらなる取組の強化を図っていきたいと考えています。

③地区公民館の使用料について

　現在、公民館では各種の講座や講習会、レクリエーションなど地域活動の拠点として様々な事業が行われています。

　使用料については、施設の種類に応じて益田市公民館管理運営規則に定めるものもありますが、同時に、健康教室やレントゲン検診をはじめとする市の主催事業、児童生徒のための教育的・文化的な催物、自治会が主催する事業など特定の活動に使用される場合は、同規則の減免規定により施設の無料使用を認めています。

　厳しい財政状況の中、市においても使用料や手数料等の見直しを含めた行財政改革に取組むところですが、公民館に関しては、地区住民の身近な学習や交流の場として大きな役割を果たしており、今後もこうした地域活動を支援する観点から、現時点で当該規則の改正を行うことは考えていません。

④市道の除草業務について

　市道除草に係る委託料は、業務委託を開始した平成15年より現行の10円/㎡としており、ご協力いただける自治会や町内会等の住民団体を対象に契約を締結しています。これは、作業時に使用する草刈機の燃料代や従事される皆様方のお茶代等を想定するものでありますが、地域の高齢化が進む中、作業に携わる皆様の負担を考えると金額的には十分でないのも事実であります。

　仮に、お手紙にあったとおり、地域の事情等により業務を継続することが困難な場合は、その組織に代わる他団体のお力もお借りしながら事業を進めなければなりませんが、いずれにしましても、広範に及ぶ市道の状況を考えると本業務の遂行には住民の皆様のご協力が不可欠となります。ご理解いただきますようお願い申し上げます。

　なお、ご指摘のありましたパトロール時の職員の対応については、今一度指導を徹底してまいりたいと考えています。


※簡潔に分かりやすく記載すること
